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2．デスティネーション・マネジメント主体の整備 
 
一般的に，デスティネーション・マネジメントには，以下の 6 つの機能が必要とされて

いる。 
 
① 住民の生活の質の向上への取り組み 
② 資源の保全 
③ 持続的な開発の推進 
④ 旅行の質の確保 
⑤ 市場におけるデスティネーションとしての競争力の維持 
⑥ 旅行商品の造成 
 
以下に，現状の尾道のデスティネーション・マネジメント体制を踏まえ，今後強化ある

いは新たに構築すべき機能を示す。 
 
（1）住民の生活の質の向上への取り組み 
都市部からの移住者を中心に住民を巻き込んだ様々な取り組みが見られる者の，以前か

ら尾道に暮らしている住民の生活の質をその目的に据えた活動はそれほど多く見られてい
ない。デスティネーション・マネジメントの先進地域として知られるハワイ州では，観光
調査の一環として住民の意識調査が行われているほか，スイスでは，住民の自治組織が地
場産業支援の一環として観光振興に取り組むなど，非観光セクターあるいはまちづくり等
を目的としない組織の主体的な参画が顕著である。尾道においても観光協会や飲食店組合，
宿泊事業者以外の組織や事業者の観光まちづくりへの参画が期待される。 
（2）資源の保全 
2015 年度より登録が開始される市民遺産制度のように，住民自らが地域の資源を保全

する取り組みが求められる。 
（3）持続的な開発の推進 
宿泊のキャパシティや価格，ハード・ソフト両面の開発において，常に持続可能性を考

慮した計画を策定し，市場の需要や旅行動向の変化に即した観光開発に取り組む必要があ
る。 
（4）旅行の質の確保 
町中に観光情報を発信する拠点を整備するともともに，域内で造成・催行されるツアー

商品の質の管理に取り組む必要がある。 
（5）市場におけるデスティネーションとしての競争力の維持 
「坂のまち」としてのシンボルを早急に構築し，デスティネーション・イメージの構築

が急務である。 
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世界には，様々な形態の DMO が存在しており，完全なる行政の一組織として公共性，
公益性に軸をおいたデスティネーション・マネジメントを行っているハワイの事例から，
比較的収益性の高い事業に特化し産業振興を軸としたデスティネーション・マネジメント
を行うバルセロナ，専門性の高い事業と公共施設の管理によって自主財源を確保し，規模
こそ小さいものの独立性，戦略性の高い事業を展開するウィスラー等がある。 
デスティネーションとしての規模や現状の観光協会の性質，行政との関係性を総合的に

考慮すると，公共性の高い施設の管理等を通じて地域住民を対象としつつも一定の収益性
を担保した事業を行い，それを核に着地型旅行商品の販売や各種のプロモーション事業を
行う「ウィスラー型」が尾道市で取り組むべくデスティネーション・マネジメントの「担
い手」として最も適当であると考えられる。 
一般社団法人尾道観光協会の自主財源比率（予算に占める自主事業による収益の割合）

は 52%となっており，今後は徐々に収益性の高い新規事業に取り組むか，または公的施設
の管理のように一定の収益が安定的に確保できる事業を行政との機能分化を通じて新しい
観光協会の主軸事業として育成し，漸進的に財源の自立化を目指す必要があると思われる。 
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